
　
学
ぶ
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う
授
業
を
目

指
し
て
、
授
業
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ

の
か
」が
重
視
さ
れ
、教
員
が「
何
を
教
え
る
か
」

と
い
う
観
点
だ
け
で
は
な
く「
児
童
生
徒
が
学

び
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
力
を
つ
け
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
」が
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。「
知
識
の
習
得
」を
中
心
と
し
た
学
習

か
ら「
知
識
の
活
用
」を
目
指
す
ス
タ
イ
ル
へ
と

転
換
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
10
の
提
案
を
基

礎
と
し
て
、
具
体
的
な
授
業
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■
英
語
教
育
の
充
実

【
Ｅ
Ｓ
Ｔ（
英
語
指
導
支
援
員
）】

　

 

本
市
に
お
い
て
は
、
全
国
に
先
行
し
て
昨

年
度
か
ら
小
学
校
で
の
英
語
科
の
授
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
学
級
担
任
を
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
、
専
門
的
な
英
語
指
導
の
支
援
を

行
う
Ｅ
Ｓ
Ｔ（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ポ
ー
ト
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
・
英
語
指
導
支
援
員
）を
採
用
し
、

市
内
の
全
小
学
校
で
学
級
担
任
や
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）と
協
同
で
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、｢

本
物
の
英
語
を
聞

け
て
勉
強
に
な
る｣｢

外
国
の
文
化
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
く
れ
る｣

な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
中
学
校
英
語
発
表
会
】

　

10
月
に
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
各
中
学
校
の

代
表
生
徒
に
よ
る
英
語
発
表
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

１
年
生
は
ス
キ
ッ
ト（
寸
劇
）、
２
年
生
は
暗

唱
、
３
年
生
は
弁
論（
自
作
の
英
語
弁
論
）と
い

う
発
表
内
容
で
、
ど
の
生
徒
も
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
交
え
な
が
ら
、
日
頃
の
英
語
学
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
表
現
豊
か
に
堂
々
と
し
た
ス
ピ
ー
チ

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

【
英
語
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
寺
山
】

　

夏
休
み
に
少
年
自
然
の
家
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
２
泊

３
日
の
英
語
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
英
語
中
心
の
生
活
を
送
り
、
外
国
の
文
化

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的

に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
態
度
を
育
成
す
る
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
Ａ
Ｌ
Ｔ

に
自
分
の
英
語
が
通
じ
た
時
は
う
れ
し
か
っ

た
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
英
語
の
学
習
意

欲
を
高
め
る
機
会
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

学
力
の
現
状
と
課
題

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
本
市
で
教
育
を
受
け
る

中
で
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
」「
心
豊
か
で
」「
た

く
ま
し
い
」人
材
へ
と
成
長
し
、
将
来
の
夢
に

向
か
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
本
市
の
学
力
・
学
習
状
況
と
学
力
向

上
へ
の
取
り
組
み
、
本
市
の
特
色
あ
る
教
育
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

   

①
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査

　

小
学
５
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生
を
対
象
に
、

県
教
育
委
員
会
が
１
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
小
学
校
４
教
科
、
中
学
校
５
教
科
）

　

平
成
30
年
の
調
査
結
果
は
、
小
学
５
年
生
が

３
教
科（
国
語
・
算
数
・
理
科
）で
県
平
均
を
上

回
り
、
中
学
１
・
２
年
生
は
、
１
年
生
の
理
科

と
英
語
で
県
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
外
の
教
科
は
県
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
学

力
の
定
着
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

   

②
標
準
学
力
検
査（
Ｎ
Ｒ
Ｔ
）

　

小
学
２
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
生
徒

を
対
象
に
、
４
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

学
年
や
教
科
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
も
の
の
、

本
市
の
小
・
中
学
生
は
全
国
と
ほ
ぼ
同
等
と
い

え
ま
す
。
た
だ
し
、ア
ン
ダ
ー
ア
チ
ー
バ
ー（
本

来
も
っ
て
い
る
能
力
に
対
し
て
、
学
力
の
定
着

が
十
分
で
な
い
児
童
生
徒
）が
２
割
弱
お
り
、

個
人
の
能
力
に
応
じ
た
指
導
が
さ
ら
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

   

③
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

【
全
国
学
力
調
査
】

　

小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
文

部
科
学
省
が
４
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

小
学
６
年
生
は
、
国
語
、
算
数
に
お
い
て
お

お
む
ね
全
国
平
均
同
等
の
結
果
で
し
た
。
中
学

３
年
生
は
、
国
語
、
数
学
、
英
語
と
も
に
全
国

平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

誤
答
傾
向
を
分
析
す
る
と
、
小
・
中
学
生
と

も
に
、
複
数
の
資
料
を
基
に
考
察
す
る
活
用
力

や
、
長
文
を
読
み
取
る
読
解
力
に
課
題
が
あ
り

ま
す
。

【
全
国
学
習
状
況
調
査
】

　

こ
の
調
査
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
関

心
や
意
欲
、
生
活
の
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
本
市
の
子
ど
も
た
ち
の

特
徴
的
な
も
の
が
、
次
の
項
目
で
す
。

　

数
値
は
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
対
し
て「
当
て

は
ま
る
」と
答
え
た
割
合
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は「
学
校
に

行
く
の
は
楽
し
い
と
感
じ
、
夢
や
目
標
を
持
っ

て
い
る
」子
ど
も
た
ち
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

し
か
し
、「
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
少
な
い
よ
う
で

す
。
ま
た
、
自
分
の
良
さ
を
認
め
、
自
分
を
肯

定
的
に
捉
え
る
子
ど
も
ほ
ど
教
科
の
平
均
正
答

率
が
高
い
と
い
う
分
析
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

学校に行くのは楽しいですか。

小学６年生 中学３年生

全国 市 全国 市

53.9% 62.6% 45.7% 54.3%

将来の夢や目標を持っていますか。

小学６年生 中学３年生

全国 市 全国 市

65.9% 69.2% 44.9% 48.3%

自分には、良いところがあると思いますか。

小学６年生 中学３年生

全国 市 全国 市

43.1% 35.9% 31.3% 27.1%

～本市の子どもたちの学力・学習状況～

■問合先／本庁学校教育課指導グループ（内線 5332）

私たちが描く
　  未来のために本市の

学力向上への
取り組み

１　どんな力をつけさせたいのか、何をどのように学ばせるのか、目標を明確にした授業を行う。
２　子どもが学びたいと思うような魅力ある「学習問題やめあて」を子どもと創る。
３　子どもが「分かった。できた。」と思える授業を創る。
４　子どもが思い切り活動する授業を創る。
５　自分の思いを伝え、友達を認め、共に磨き、高め合う授業を創る。
６　子どもが「がんばった。工夫した。発見した。」と言える授業を創る。
７　ペアやグループ活動を生かして、全員が発表できる授業を行う。
８　教師が教卓から離れて、子どもの近くに寄り添い、子どもの様子や思いを感じ取ることを大切にした授業を行う。
９　めあてとまとめをつなげて、分かったことや学んだことを振り返る授業を行う。
10　授業を終えたら板書を教室の後ろから見て、自分の指導を振り返る。
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薩摩川内市　本物の授業を創る　　の提案（概要）

〔 全国学力調査　平均正答率 〕
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